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大根葉中のビタミンCに就て研究（第一報）

竹　吉’正　規

　我島根縣下に於ける大根栽増秩況を昭和24年度島根縣統計書に就て見るに昭和23年島こ於

ける作付面積は1，138町歩に及びその牧量は5，727，816貫に及ぶ多更に昭和19年より同22年

迄の作付面積を見るに，何牝も1千町歩以上にして23年度のそ牝と比較して大なる増威を見

す叉その牧量に於ても同様である。之を本縣下に於て栽増する20薮種の蕗条の総作付百積

4，300町歩から見る時大根の作付面積は実にその4分の1を占め本縣下に於ては最も重要な

蕨茱である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　大根葉中にはビタミン・A，B，Cを可なり豊富に含有して屠る事は藤田其他多数の報昔が

あり叉葉は1茱類中最も栄養慣高く，代替食としての慣値につき跣に田所の白鼠に就ての実験

報昔がある。

　然るに島根縣下に於て食用とする処は專ら大根に隈ら牝葉は殆ど放棄せら牝て顧みら牝な

い秩態にあるが然し葉中にはビクミンA，B，Cを豊富に含有し且つ葉申の蛋白質ぱその質

が良好である等の点払ら観て食晶としては1寧ろ大根に優って居るにもかかわらす，その葉は

今荷殆ど未利用の扶態に置かれて居る。

　そこでごの利用法の1つとして筆者は，葉申のビタミン特にその内最も不安定なビクミン

Cの保存法に就て主として研究した。

　元來我國の一般家庭にあってはビタミンCの給源は主として読茱類に之を仰いでいるが参

季は新鮮な読茱に不足し易く，そのため自らビクミンCの欠乏を來し易い倶がある，殊にご

の傾向は都市に大きく中崎の研究によれば都市居佳者は農村居佳者の約2倍の潜在性ビタミ

ンC欠乏者があると緒論している。從ってごの間題は我國民の保健上憂慮すべき問題であ

り，筆者はこの間題の解決策の1つとしてなるべく安贋にビタミンCを大量に得んとしてこ

の研究に着手し牝弐第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　験

実験材料，本研究の材料は縣下に於て最も多く栽増される秋播き宮重大根につき松江市殿

町産並に浜田市近郊國府産のものを用い昭和25年11月から27牟3月に亙って実験した。

試料調弗実験に当りそれぞれ目的とする試験を了えた各試料は後章実験威績中に於て特

に断わらざる隈り，何牝も直に殺菌釜中で7分間蒸煮してアスコル1ビン酸酸化酵素の作用力

を破壌しテこ後，通風のよい室内で3日間陰乾して殆ど乾燥しテこものを更に70oの電氣定温乾

燥器中で約30分問加熱乾燥して，粉末となし易い扶態とした後葉身のみを撰び之を乳鉢中

で磨弾しタイタFの標準箭80meshを用い飾別して得ナニ緑色の粉末に就て実験した。荷本法

に乃って得られる粉末は生葉の路5％重量で，水分含量は6％内外であった。

　試験法　ビタミンCの定量は藤田等の26－D1ch1orpheno1indopheno1法に乃っナこ。

実験成績
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　瓦　大根生葉申のビタミンーC含量の貯藏申に於ける変化

　葉を植物体から切り離して室氣中に放置すると葉申のビタミンCは弐第に滅少する，この

原因に就ては種々考えら牝るが，その主要なるものは葉中に存在するアスコルビン酸々化酵
　　　　　　　　　　　　　4
素である，ごの酵素はRudoヱPhに価れば70o～80oの温度に於て完全にその作用を失うこ
　　　　　　　　　　5
とを証明している。満田は藤の葉に就て実験し之を3．5．7分間蒸煮するごとによりアスコル

ビン酸々化酵素の作用力を破壌しビクミン’Cの急激なる滅少を阻止したと報告している。

　（1）大根葉を12㌧1げの室氣中に貯藏せる場合のビタミンC含量の変化

　薪鮮葉1株を探り之を実験室内に吊し実験期間中24時間毎に之より順弐1部の試料を取り

殺菌塞にて蒸煮し，弐で陰乾，カ日熱して得牝る粉末に就きビタミγCを定量しナこ。ごの実験

　　　　　第皿表　　　　・’　は昭和26年3月16日から同20目軍り実験し牝1この間氣温
　12㌧16。の空氣中に貯藏せる大
　根葉のビタミンC含量の変化　　　は12㌧16。の範囲にあっ把その緒果は第1表に示すよ

　　　　　　　　　　　　　　　　うである。
貯藏目数　　ビタミンCmg％
　　　　　　　　　　　　　　　　菖口ち生葉中のビタミンC含量は時日の経過と共に漸弐

　　0　　　　　　612　　　滅少し放置日数第3目のものには特にその傾向が著しい
　　1　　　　　　　　　505
　　　　　　　　　　　　　　　ことを認めた。
　　2　　　　　　　　　378
　　3　　　　　　169　　　　（2）大根葉をグ～7。の室氣中に貯藏せる場合のビク

　　4　　　　　　116　　　　　　ミンC含量の変化
　　5，　　　　　　　　74　　　　　　　　　　　　　　　　上記実験（1）の場合と同様な方法に価り昭和27年2月2

日から同6目に亙って行える実験結果を弐の第2表に就て見るに，ビタミンC滅少の経過は1

頗る緩漫にして放置日数第5日のものに於ても荷残存率　　　　　　第2表　　　　～
は358㎜三を示し第1表とその窪過を異にした。　　　　　γ～7oの空氣中に貯藏せる大根
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉のビタミンC含量の変化
　此の実験期間中は氣温は著しく降下し，從て室温も2。

～7oの間を上下して居っ牝。この事がCの減量を少なカム

らしめた大なる要素であると思われる。

　皿　大根の生葉に與えた裂傷が貯藏申ビタミソC

　　　含量の変化に及す影響

上記1及2の実験に於て大根葉を切り取り之を室内に放

置する時，その何牝の場合もビタミンCは滅少するが，

貯藏目数 ビタミンC・峨
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ビ　タ　ミ　ン　C㎜、9。

その蒔の温度の相違によって滅少の経過にはかなり相違があることを指摘したが，更に一方

植物体の損傷がビタミンCの破壌午及ぼす影響に就て以下のような実験をした。

　葉身に裂傷なく，なるべく長大に成育せる薪鮮葉1株を探り，主脈に路直角に約1c㎜置

きに切傷を葉身全面に與えたるものに就て2月2日より同6日に亙り，室温2～7⑪に於て

実験した。その緕果ば第3表のようである。倫ごの実験を行うに当り対照として完全なる生

葉を有する他の1株に就ても実験した。

　靱ち葉身に裂膓を興えテこるものの第5日のビタミンC残存量は貯藏日数0のものの49％に

当り叉葉身に裂膓なきものも同じく貯藏日数0ものの53％に当り，ζの間裂傷のないものが

僅に4タ6の残存量の多きを見るに過ぎない。叉5目迄の各目に於げる夫々の減損量も両者の

間に鐘少なる差異を示すに過きす從て新る程度の裂傷はビクミンCの破壌に大〉・なる影響を

及ぼさないことを知る。



　　　　　　第冨表
大根生葉の主脈に暗直角に1cm毎に輿
えた裂傷が貯藏申ビタミンC合量の変化

に及す影響

貯轟目数 葉身に裂傷を興 葉身に裂傷なき
えたるもの岬％ ものm鰯

O 483 565

1 457（94％） 534（94％）

2 419（86％） 493（87％）

3 374（77％）’ 443（78紛
4 288（59％） 353（62％）

5 235（49％） 302（53紛
（括弧内の数瞳は実験期間第5目迄の各目に

於げる試料の貯藏目数Oのちのに対するギキ

ミンCの残存率を示す）

　　　　　第垂表
大根生葉に蒸熱操作を施こせる　　　大根生葉を1沸騰水にて処理せる

もののビタミンC含量の変化　　　　もののビタミン’C合量の変化

蒸熟時間香トタ1ン・皿、、 浸鰯ε1 ビタ　ミ 、

！ C　n〕9％

O 743

1 672

2 578

3 463

4 415

5 387

6 363

7 283

8 231

9 214

10 192

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’39

　凪大根生葉に加えたる加熱操作がビタミ．

　　　ンC含量の変化に及ぼす影響一

　大根生葉を漁熱，乾熱等に価って処理する蒔

加熱方法の相違が含有する．ビタミンC量に及ぼ

す影響に就て以下実験した。…

　（1）大根生葉に蒸熱操作を施せるもののビ

　　　クミンC含量の変化

　薪鮮なる大根葉1株を探り之奪を10組に分

ち，夫等の各々を殺菌釜中にて蒸熱しナこ，蒸熱

時間は1，2，3，4，5，6，7，8，g，10分の10種に就て

実験した，蒸熱した各試料ば3目間陰乾し加熱

後粉末にしたものに就て定量し牝その結果は1弐

　　　　　　　　　　　の第4表に示すようで
第5表

　　　　　　　　　　　ある6

　　　　　　　　　　　　実験緒果に見る辛う
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738

690

788

708

708

734

乍1，5，7，10分間蒸熱し

たもののビタミンC含

量は偉のものに比較し

てその量多く，特に7

分のものには最も多く

含ま牝て居る。

　（2）大根生葉を沸騰

　　　水にて処理せる

　　　もののビタミン

　　　C含量の変化

薪鮮なる生葉1株を
探り・之を10組に分ち盛に沸騰しつつある熱水中に1，2，3，4，5，6，7，8，9，10分間浸漬した後

3目間陰乾して加熱せるものを粉末としたものに就て実　　　　　　　第㊧表

験しナこ。その緒果は玖に示す第5表のようである。　　　　大根葉を15分間乾熱にて処理せ

　帥ち沸騰水中に浸漬処理せるもののビタミンC含量は　　るもののビタミンC合量の変化

浸漬時間に比例して滅少するのを認む，靱ち処理中1部

のビタミンCは熱により破壌さ牝るも大部分のものは熱

水中に溶解移行した緒果葉体中に残留するビタミンCの

含量は時間の経過に件って滅少するに到ったものと思わ

牝る。

　（3）大根葉を乾熱にて処理せるものgビタミンC含

　　　量の変化

薪鮮なる大根葉1株を探り多之を8組に分ち電氣定温

乾燥器を用い30，40，50，60，70，80，90，100oに於て夫々15

カ町熱温度
　　　（C。）
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ビタ　　　！　C
mg％

568

466

452

367

245

295
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分間加熱したものを2日間陰乾したる後7分間蒸煮し更に1日間陰乾加熱して得たる粉末に
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競て実験した。．その緒果は玖表のようである。

　実験緒果に見るように乾熟を15分間施した場含ビタミンCの含量は温度の上昇に件って滅

・少し煮沸水に乃って処理した場合と路同様の経過を辿る。70。ではやや増量を認めら牝るが

30oでカロ熱したものが最も多量のビクミンCを残留しテこ。

　　総　　　播

　　L　大根生葉を12㌧16◎並に2㌧アの室氣中に貯藏し，乾燥粉末とせるもののビクミン

C含量の変化を26－D三ch1orpheno1－1ndoPheno1滴定法に依り定量し牝緒果2㌧7oの場合

がビタミンCの滅少が緩漫であった。

　　a　大根生葉に1c皿毎に裂傷を輿え、之が貯藏中ビタミンC量に及ぽす影響に競て実験

した結果無裂傷のものと比較して裂傷のもののビタミンC減量が僅に大であっ牝。

　　3曲大根生葉を1，2，3，4，5，6至7，8，9，10分間蒸熱し乾燥紛末とせるもののビタミンC量を定

量しナこ緒果，蒸熱7分間のものが最も大であっ牝。

　　4　大根生葉を沸騰水中に1，2，3，4，5多6，7，8，g，10分間浸漬し多乾燥粉末とせるものにつき

ビクミンC量を定量した緒果ビクミンC量は浸漬時間に比例して可なり急激に滅少しテこ。

　・氏　大根生琴を電氣定温乾燥器を用い各15分間すつ3ぴから10ぴまで加雫し乾燥粉末と

芦るものに就き実験し牝緕果ビタミンC量は大体澄度の上昇に件って滅少した。

　　稿を終るに当つて附記して置きたい事は，この研究は今後も続行の予定である。駆に今迄の処，レソ

　　トゲソ線，嚢タ宗線照射によるビタミンC含量の変化，数種のNか塩の熱溶液にて処理せる場合のピ

　　タミソg含量の変化，季鰍勺に観たビタ’ミソC量の消長，葉脈中主脈を傷つげたる場合のビタミソC

　　量の急激なる簗化等に就ては契験済であるが実験成籏末整理のため今圃は発表するに至らなかつたが

　　今後の研究を屯含めて次号で発表する予定である。

　　　　　　変　　　献

　　　1藤　因　日本生化No，1＆19蛆
　　　2　固　　　所　　栄養と食糧Vo1．1No．4194＆

　　　3W．Rudolph　Vitamin　C　und　Em乞hru鳴

　　　4　中　　　崎　　栄養と食糧Vo1．I　No．41948．

　　　5　満　　　岡　　農婁化学金誌　No．161940．


